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　小樽は古い建物が多くとても美しい町です。赤
岩の海岸線をハイキングしたり、埠頭で本を読ん
だりして楽しんでいます。日本の中学生は母国の
中学生より努力するように思います。ただ、自分
の意見を発言したがらない傾向があり、それが母
国の中学生と違うところですね。日本の学校のクラスはとても家庭
的な雰囲気があります。ニュージーランドには固定的な性別役割分
担意識がないため、女性は出産後も仕事を続け、男性が子育てを
する場合もあります。日本は集団性がありますが、私たちは個人性
が強い。また、母国では家庭を第一に考えます。日本人の会社を第
一に考えるのとは逆ですね。

　小樽はとてもエキゾチックな町で、大変気に入っ
ています。私が小・中学生の頃住んでいたスイスで
は、学年進級テストの学力に応じてクラスが変わりま
すが、それは生徒にとって自分自身を変えるチャンス
にもなっています。私の母は私を産んでからも仕事

を続けました。スイスでは出産後１４週間は８０％の給料が支給さ
れます。子どもを出産後、収入の多い方が仕事を続けるのが普通で、
父親が子どもを育てることもあります。日本では男女それぞれに定
められた役割が多すぎるように感じます。「女のくせに」と言う社会
的慣習があるところがイギリスと違っています。

ブレイデン・ハーブラウ さん
（ニュージーランド出身）

☆働き方を見直しませんか？ ☆人間関係で悩んでいませんか？

ワーク・ライフ･バランス それって精神的暴力かも？

サラ・ロシャット さん
（イギリス出身）

ＡＬＴ（Ａssistant Language Teacher=外国語指導助手）とは、小学校や中学校など
において、児童や生徒への英語教育や国際理解教育の向上を目的に配置されている外国人
をいいます。今回は、小樽市でＡＬＴとして活躍する２名の方に男女共同参画などについて
聞かせていただきました。

男性と女性という
枠を越えた仲間がつくる
情報網という意味です。

PAL（仲間）
NET（ネットワーク）
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ご
夫
妻
と
も
に
正
社
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
共
働
き
世

帯
。
仕
事
と
家
事
や
育
児
と
の
両
立
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

業
割
合
が
高
い
傾
向
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
期
の
男
性
に
偏
っ
て
い

る
長
時
間
労
働
を
見
直
し
、
誰

も
が
自
ら
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で

仕
事
と
生
活
（
家
事・育
児
な
ど
）

を
展
開
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体

で
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
販
売
の
営
業
の
た
め
、

勤
務
時
間
が
不
規
則
で
す
。
体
力

仕
事
は
自
分
で
、
子
ど
も
の
寝
か

し
つ
け
は
妻
で
す
が
、
そ
れ
以
外

の
こ
と
は
、
い
つ
も
で
き
る
方
が

主
体
的
に
行
い
、
足
り
な
い
こ
と

は
お
互
い
に
補
い
合
い
な
が
ら
、

時
々
、
近
く
に
住
む
両
親
の
力
を

借
り
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

二
人
の
休
日
は
合
わ
な
い
の

で
、
休
み
の
ほ
う
が
育
児
の
ほ

か
料
理
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
を

引
き
受
け
て
い
ま
す
。
子
育
て

に
関
わ
れ
る
今
を
大
切
に
し
、

　

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
、

時
短
勤
務
制
、
時
間
外
労
働
免

除
が
あ
り
ま
す
。
既
婚
者
13
名

の
う
ち
共
働
き
は
6
名
で
約
半

　

両
親
も
共
働
き
で
、
父
は
家

事
全
般
を
こ
な
し
、
母
か
ら
「
何

で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い

た
方
が
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
育

ち
ま
し
た
。
役
に
立
つ
だ
ろ
う

と
思
っ
て
調
理
師
免
許
を
取
得

し
、
そ
の
腕
を
生
か
し
な
が
ら
お

金
を
貯
め
ま
し
た
。
そ
の
お
金
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
し

な
が
ら
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し

ん
だ
り
し
ま
し
た
。

ワーク・ライフ・バランス
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）は、一人一人が望む自分

らしい生き方ができる社会の実現にとって必要不可欠です。ここでは、女

性と男性、それぞれを取り巻く現状と課題について考えてみましょう。

働き方を見直しませんか？

女
性
の
就
業
を
め
ぐ
る
状
況

男
性
の
仕
事
と
暮
ら
し ●

女
性
の
働
き
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

●
男
性
の
働
き
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

●
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

●
一
旦
退
職
す
る
と
…

●
男
性
の
家
事
・
育
児

参
加
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？

　

年
齢
層
で
日
本
の
女
性
の
労

働
力
率
を
見
る
と
、
20
代
後
半

と
40
～
50
代
と
い
う
二
つ
の
ピ
ー

ク
を
持
つ
、い
わ
ゆ
る「
M
字
カ
ー

ブ
」を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

結
婚
・
出
産
に
よ
っ
て
一
旦
離
職

し
、
子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く

な
っ
た
50
歳
前
後
で
再
就
職
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
1
子
出
産
を
機
に
離
職
す

る
女
性
は
6
割
に
上
り
、
日
本
の

女
性
が
、
仕
事
と
家
庭
の
二
者
択

一
を
迫
ら
れ
て
い
る
現
状
が
伺
え

ま
す
。　

　
一
週
間
の
労
働
時
間
を
男
女
別

に
比
較
す
る
と
、男
性
は
長
時
間

労
働
、女
性
は
短
時
間
労
働
が
多

く
、週
に
60
時
間
以
上
働
く
男
性

は
、30
代
と
40
代
の
子
育
て
世
代

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
相
手
に
求
め
る
も
の
と
し

て
、
男
性
は
「
容
姿
」
や
「
家

事
能
力
」、
女
性
は
「
経
済
力
」

が
多
い
で
す
が
、こ
う
し
た
男
女

間
の
意
識
の
違
い
も
男
性
に
と
っ

て
は
負
担
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

夫
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長
い

ほ
ど
、
出
産
前
後
の
妻
の
継
続
就

　

正
社
員
と
し
て
再
就
職
す
る

の
は
難
し
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。

　

就
業
者
全
体
の
う
ち
、
女
性

は
4
割
強
で
す
が
、
そ
の
半
数

以
上
は
パ
ー
ト
等
の
非
正
規
労

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

制
度
を
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
男
性
は
３
割
程
度
い
ま
す
が
、

育
児
休
業
取
得
率
（
平
成
25
年
）

は
、
女
性
83
・
0
％
に
対
し
て
男

働
者
で
、
昇
進
・
昇
給
の
機
会

も
限
ら
れ
ま
す
。

　

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
10
％
程
度
で
、
欧
米
諸
国

の
30
～
40
％
と
比
べ
、
際
立
っ

て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
活
躍
を
促
進
す
る
こ

と
は
、企
業
や
社
会
全
体
を
活
性

化
す
る
と
と
も
に
、女
性
自
身
の

幸
せ
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

性
は
2
・
03
％
と
男
女
間
で
大
き

な
差
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仕
事
が
中
心
の
生
活
の
中
で
、

日
本
の
男
性
が
家
事
・
育
児
に
費

や
す
時
間
は
、世
界
的
に
見
て
も

最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
も
子
育
て
も
楽
し
も
う
！

仕事と家庭を両立して活躍されているご夫妻を紹介し

ます。

今回は、Honda Cars北海道 南小樽店勤務の古舘一

真さんを取材させていただきました。

他社に勤務している妻・真代さんと3歳の子どもさんの

3人暮らしのご家族です。
（取材後、2人目のお子さんが誕生されました。

おめでとうございます。）

　

両
方
1
0
0
%
は
無
理
な
の

で
、
そ
の
時
ど
ち
ら
に
力
を
入

れ
る
べ
き
か
考
え
、
あ
る
程
度

は
力
を
抜
い
て
無
理
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
家
族
な
ど
周

囲
の
協
力
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

最
大
限
活
用
す
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

育
児
や
家
事
の
役
割
分
担
は

あ
り
ま
す
か
？

仕
事
が
休
み
の
日
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

調
理
師
免
許
を
取
得
し
た
そ

う
で
す
が
…

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
考
え
て

い
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

会
社
の
子
育
て
支
援
制
度
に

つ
い
て

夏
休
み
な
ど
の
休
み
は
、
家
族

旅
行
を
す
る
な
ど
存
分
に
楽
し

む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

周
り
に
は
、
同
じ
よ
う
に
育
児

や
家
事
に
積
極
的
に
関
わ
り
な

が
ら
、
仕
事
と
家
庭
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
両
立
し
て
い
る
友
達
が

多
く
、
家
族
同
士
の
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。

数
で
す
。

　

社
員
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
会

社
は
必
要
な
制
度
を
し
っ
か
り

整
備
し
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
利
用
を
呼
び

か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

仕事と子育てを両立したいパパにおすすめの情報が
インターネット上にありますので、ご利用ください

（平成２５年度
　厚生労働省委託事業）

http://www.ikumen-project.jp/ 

「父親のワーク・ライフ・
   バランス ハンドブック」

（3） （2）

ぱるねっと／ 25号

ふるだて かず

ま

ま　よ

妊娠・出産前後に退職した理由（女性正社員）

6歳未満児のいる夫の家事・育児時間（1日当たり）

「Honda Cars 北海道 南小樽店」の皆さん

ぱるねっと／ 25号



（5） （4）

ぱるねっと／ 25号 ぱるねっと／ 25号

人間関係で悩んでいませんか？

かも？

気付きのチェックをしてみましょう!!

「暴力」はなぜ悪いのでしょう？

精神的暴力とは？

精神的暴力が引き起こす「心」や「身体」への影響とは？

まず、この現状に が重要です「気付くこと」

●

●

●

　暴力は、基本的人権を侵害するもので、暴力を受けた人は「安心」「自由」「自信」を喪失し、

 “生きる力”を奪われてしまいます。

　たとえば、脅威を感じている人との関係で

①「我慢しないと何を言われるだろう」という不安は、『安心』が侵害されています。

②「自分は、本当はそうしたくない」という思いは、『自由』が侵害されています。

③「どうせ相手を拒否する力は自分にない」という思い込みは、『自信』が奪われています。

　「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」「パワー・ハラスメント」「セクシュア

ル・ハラスメント」「児童虐待」「いじめ」全てに、精神的暴力が潜んでいます。

　精神的暴力がとても根深く厄介なのは、当事者が気付かないところで被害

者・加害者を作っていることです。

　特に被害を受けている方は、「このつらい現状は自分が悪いからだ」と思い

込み、被害者としての自覚を持てないこともあります。

①自分はダメな人間、弱い人間と思い込むことで、自己肯定感をなくしてしまいます。

②自分より弱い人間にはけ口を求めてしまい、子どもへの虐待やいじめへと向かう（負の連鎖が生まれ

　る）こともあります。

③うつ病など、心の病気を発症しやすくなり、最悪の場合、自殺願望へと向かうこともあります。

安 心
平穏な気持ちで
生活できる

自 由
自分の考えで行動
することができる

自 信
自分の存在が
認められている

目に
見えない

気付かない

パートナーとの関係

職場・学校などでの関係

子どもとの関係

パートナーの言うことは絶対（間違っていると思っても言えない）

パートナーが帰ってくると緊張する

子どもがパートナーの気に入らないことをすると焦る

性生活で、自分から断ることができない

パートナーの言動の理由を自分にばかり探そうとする

「自分がどう思うか」より「パートナーがどう思うか」に神経をすり減らす

ミスを人前で強い口調で叱責される

「バカ」「のろま」など、屈辱的な言葉で叱責される

挨拶しても、無視され、会話をしてくれない

必要な情報や指示を与えてくれない

無理な仕事量、又は、能力や経験に見合わない業務を課される

職場全体の食事会や飲み会に誘われない

お前なんか生まれなきゃ良かったのにと言う

他の子はできるのに、お前はダメな子と言う

〇〇をしないとひどい目にあうなどと脅す

いつも夫婦げんかを子どもの前で繰り広げる

何か話しかけられても意図的に無視する

普段無視しているのに、怒るときだけ一方的に怒鳴りちらす

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

これらのチェックリストはほんの一部分です。当てはまる項目があっても、直ちに被害
者、加害者とは言えません。しかし、この言動が、“精神的暴力”に成り得るというこ
とを知って、相手と自分との関係を見つめ直してみましょう。

悩みや不安を感じたら、お気軽に相談してください。

小樽市女性相談室 ２２-６０１０
kyodo-sankaku@city.otaru.lg.jp

（相談専用）

平日9：00～17：20

〜ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）〜

〜パワー・ハラスメント〜

〜子どもへの虐待〜

それっ
て

人が人として

生きるために

ひとりでガマン

しないで!!

大人も子どもも大切なのは

しっせき

しっせき



小
樽
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の
会

小
樽
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

源
九  

美
津
枝 

さ
ん

山
本  

和
光 

さ
ん

代
表

会
長

げ
ん

く　
　

 

み

つ

え

や
ま 

も
と　

か
ず 

み
つ

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
で
は
、認
知
症
の
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。小
樽
市
で
は
民
間
団
体「
小
樽
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族

の
会
」が
長
い
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
発
足
は
昭
和
62
年
。活
動

は
2
か
月
に
1
回
実
施
す
る
認
知

症
介
護
相
談
会
を
は
じ
め
、年
3

回
の
講
演
会
や
会
報
の
発
行
な
ど

で
、会
員
約
1
5
0
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
に
は
様
々
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。「
訪
れ
た
方
の
中
に

は
、話
を
聞
い
て
ほ
し
い
、受
け
止

め
て
ほ
し
い
と
い
う
方
も
多
く
い

ら
し
て
、私
た
ち
の
役
割
は
こ
の

よ
う
な
ご
家
族
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
」と
、会
長
の
源
九
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
も
、厚
生
労
働
省

が
推
進
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
や
こ
の
講
座
の
講
師

育
成
の
た
め
の「
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
養
成
講
座
」
は
、
会
の
中
心

的
な
仕
事
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、偏
見
を
持
た
ず
、認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る「
応
援
者
」の
こ
と
で
、こ
れ
ま

で
市
内
の
町
内
会
や
学
校
な
ど
、

多
く
の
場
所
で
実
施
し
て
き
ま
し

た
。小
学
校
３
年
生
に
向
け
た
講

座
で
は
、「
う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　

協
議
会
の
設
立
は
平
成
３
年
。

会
員
は
、
市
内
の
５
団
体
と
個
人

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
小
樽
初
の

「
女
性
史
」
を
発
刊
し
た
ほ
か
、
例

年
の
事
業
と
し
て
、
研
修
会
や
他

都
市
へ
の
視
察
交
流
、
そ
し
て
小

樽
市
と
共
催
の
講
演
会
開
催
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、

旬
な
話
題
や
講
師
を
選
び
、
小
樽

経
済
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
男
性

を
含
め
た
多
く
の
市
民
の
方
々
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
旭
山
動
物

園
の
坂
東
元
園
長
や
作
家
の
佐
川

光
晴
氏
、フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
石
井
雅
子
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。「
高
校
生
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
商
業
高
校
と
工
業
高

校
の
先
生
に
貴
重
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
山
本
和
光
さ
ん
は
市
内

の
経
済
団
体
か
ら
参
加
し
た
の
が

活
動
の
き
っ
か
け
で「
世
代
に
よ
っ

て
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
は

違
う
け
れ
ど
、
同
じ
人
間
と
し
て

話
を
す
れ
ば
分
か
る
。
様
々
な
意

見
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
進
め

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
す
。
ま

と
同
じ
だ
」な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

子
ど
も
目
線
で
の
理
解
の
仕
方
が

あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
と
の
接
し
方
に
は

コ
ツ
が
あ
り
、そ
れ
が
分
か
る
と

そ
の
方
を「
か
わ
い
い
」と
感
じ
、

支
え
る
家
族
の
方
の
希
望
や
喜
び

に
つ
な
が
り
ま
す
。高
齢
化
が
進

む
小
樽
で
一
人
で
も
多
く
の
方
が

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
、

み
ん
な
が
安
心
で
き
る
町
に
し
た

い
と
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
、
副
会
長
の
嶋
田
知
子
さ
ん
は
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
根
底
に

お
き
、
女
性
も
経
済
的
に
自
立
し
、

誰
も
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
送

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
的
で
す
。　

　

時
代
が
変
わ
る
中
、
小
樽
に
根

を
お
ろ
し
、
地
域
の
事
情
に
合
わ

せ
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

男性にとっての男女共同参画とは？

ワンポイント基本計画

第2次小樽市男女共同参画
基本計画

計画期間：平成25年度～34年度

この計画は、男性も女性もそれぞれの人権が

尊重され、自分らしく生き生きと暮らせる男

女共同参画社会の実現を目指す、10年間の行

動プログラムです。

市民、企業、民間団体、市が連携し、協働でこ

の計画を推進します。

　男性の長時間労働を見直し、育児、介
護、地域活動等に男性が参画できるよう環
境整備を進めるとともに、男女共同参画の
理解に向け、男性に対する積極的な働きか
けが必要です。

　男女共同参画社会は、多様な生き方を尊重し、全ての

人があらゆる場面で活躍できる社会であることから、男

性にとっても暮らしやすい社会です。男女共同参画社会

を実現するためには、女性側からだけでなく、男性側か

らの推進が不可欠です。

●男性の長時間労働は相変わらず多い

●育児に参加したい男性は結構多い

●男性は、家事・育児に参
　加できていない

　男性は長時間で働く人が多く、女性は短時間で働く

人が多い。

　男性の約３割は、育児休業制度や育児のための短時

間勤務制度の利用を望んでいる。

　日本の男性の家事・育児に費や

す時間は、１日当たり約１時間で世

界的に見ても最低の水準である。

（出典：内閣府男女共同参画局ＨＰ「男性にとっての男女共同参画ポータルサイト」）

男性を取り巻く現状

小樽市男女共同参画セミナー
を開催!

「自分力を高め、一歩を踏み出そう!」

第

第

第

1

2
3

回

回

回

平成26年9月12日（42名参加）

平成26年9月26日、10月3日（延47名参加）

たけ い    あき や

たにぐち    ま ゆ み

　「おっさん政治」に嫌気がさして立ち上げた「全日本おば

ちゃん党」代表代行でもある先生による、政治や社会のお

かしいところに「おばちゃん目線」と軽快な関西弁でツッコ

ミを入れた講義と、「みんなハッピーに暮らすには？」をテ

ーマにグループ討議を行いました。

　「男（おっさん）が悪い論」では世の中は変わらないの

で、おばちゃんも自立して様々な役割や責任を担うこと、

「敵と味方」ではな

く、お互いの言い分

を冷静に判断する

ことが大事である

ことを、お笑いたっ

ぷりの中で学びま

した。

　プレゼンテーションとは、限られた時間の中で相手に情

報を伝え、相手を説得することです。技術的なポイントは三

つ、①相手を分析すること、②何を言いたいのか簡潔に、③

分かりやすく見せることですが、最も大切なことは「伝えた

い自分の気持ち」であることを学びました。

　第3回では4人の参加者からプレゼン発表があり、1週間

の短い時間に準備して、意欲的にチャレンジする姿とプレゼ

ン内容が素晴らしく、大きな刺激を受けることができまし

た。人前で話をすることに少し自信が持てるようになったセ

ミナーでした。

「おばちゃん目線で見る社会の問題」
　～みんなハッピーに暮らすには？～

「プレゼンテーション能力をみがこう！」
～「的確に伝える力」を身に付けませんか～

講師：谷口 真由美さん (大阪国際大学 准教授)

講師：武井 昭也さん (札幌国際大学 教授)

☎

︎
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地
）

小
樽
認
知
症
の
人
を
支
え
る

家
族
の
会
事
務
局

男
女
が
互
い
に
認
め
合
い
、
多
様
な
働
き
方
や
生
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
小
樽
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
」
の
皆

さ
ん
は
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市内の小学校で行われた「認知症サポーター養成講座」

就職担当の高校の先生と「高校生の就職支援について」をテーマに意
見交換

（7） （6）
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小
樽
の
屋
形
船
「
か
い
よ
う
」
は
第
三
埠
頭
か

ら
出
港
し
、
小
樽
港
内
を
ゆ
っ
く
り
遊
覧
し
ま
す
。

外
国
船
や
巡
視
船
、
フ
ェ
リ
ー
が
接
岸
す
る
埠
頭

に
沿
っ
て
、
小
樽
港
の
機
能
や
美
し
さ
を
間
近
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
長
い
防
波
堤
沿

い
に
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
船
上
か
ら
ベ
イ
サ
イ

ド
の
眺
め
や
町
並
み
に
せ
ま
る
よ
う
な
天
狗
山
の

雄
大
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
防
波
堤
の
先
に
は
赤
と
白
の
灯
台
。
小

樽
の
昔
と
今
を
見
つ
め
て
き
た
そ
の
姿
は
、
繁
栄

の
歴
史
を
静
か
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
屋
形
船
の
中
は
畳
敷
き
の
純
和
風
つ
く
り
。
高

齢
の
方
に
優
し
い
堀
り
こ
た
つ
席
も
10
席
ほ
ど

あ
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
普
段
と
違

う
小
樽
の
風
景
を
眺
め
る
の
は
格
別
な
気
分
で
す
。

　
定
期
便
の
ほ
か
40
人
ま
で
の
貸
し
切
り
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
や
気
の
合
う
友
人
同
士
、

同
窓
会
な
ど
、
港
町
小
樽
の
美
し
い
夕
日
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
の
宴
会
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
持
参
し
た
料
理
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
好
み
の
お

酒
を
口
に
浸
せ
ば
、
裕
次
郎
の
唄
の
一
つ
も
口
ず

さ
め
ま
す
。

　
　【
乗
船
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
】

小
樽
観
光
振
興
公
社
　

電
話  

２
９—

３
１
３
１

「屋形船で小樽港内を遊覧」

いっしょにつくろ！

●揚げ鶏のねぎダレかけ丼

知
る
人
ぞ
知
る
。小
樽
に
は
北
海
道
に
一
隻
の
屋
形
船
が
あ
る
。

男女共同参画推進講演会を開催

『テレビリポーターというお仕事』
　　　　　 　 ～出会いと気付きが宝物～

石井 雅子さん（フリーパーソナリティ）講  師： 平成26年10月4日（90名参加、うち男性12名）
いしい   まさこ

講   演

　フリーパーソナリティの石井さ

んから、テレビリポーターという仕

事を通じて、夢をかなえた体験談

をお話ししていただきました。

　「今、目の前のことに集中して、

先の心配はしない」「必死に頑張り

すぎると人はひいてしまうので、自然体で力を抜いて、自分自身が楽

しむことが大切」「いろいろなジャンルの仲間をつくると、わからな

いことを教えてもらったり、困ったときに助けてもらえる」など。

　下積みで様々な苦労をしてきたことで、明るくポジティブな生き方

ができていることが分かり、元気をもらい、笑いのあふれた楽しい

講演でした。

編

後
記

集

　
昨
年
、
読
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
取

り
入
れ
、
初
め
て
表
紙
を
情
報
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
生
か
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
仕
上
が
り

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
小
樽
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
を
お
一
人
で
も
多
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
は
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、
お
忙
し
い
中
を
快
く
取
材

に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
身
近
な
「
気
付
き
」
を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
命
の
尊
厳
を
脅
か
す
暴
力
の
な
い
社
会
、
男

性
も
女
性
も
お
互
い
の
個
性
を
生
か
し
合
い
、

生
活
も
仕
事
も
補
い
助
け
合
え
る
社
会
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
私
た
ち
は
願
い
な
が
ら
、
様
々

に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
を
今
後
も
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
読
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
沢
）
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ご意見・ご感想をお寄せください。

に関する

■材料（2人分）　
　鶏モモ肉／２枚
　　下味
　　日本酒／大さじ１
　　しょうゆ／大さじ１
　　片栗粉
　レタス／お好み量　
　ねぎダレ
　　しょうゆ／大さじ３
　　砂糖／大さじ３
　　酢／大さじ３　
　　細ねぎ／１～２本
　　お好みで赤唐辛子

■作り方
　①鶏肉に切れ目を入れ、下味に漬ける。
　②片栗粉をまぶして、表面がカリカリになるまで揚げる。
　　一度軽く揚げ、しばらく置いて蒸らした後に再度揚げるとジューシー。
　③レタスを千切りにしてご飯にのせる。
　④揚げた鶏肉を切り、レタスの上にのせる。
　⑤タレをかけて出来上がり～！

ぱるねっと／ 25号

ふたりで歩こう




